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部門 応募 最優秀賞 優秀賞 特別賞 奨励賞
設計 12 点 2 点 3点 該当なし 1 点
調査・計画 3 点 該当なし 該当なし 1 点 該当なし
マネジメント 1点 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
計 16点 2 点 3 点 1 点 1点

作品の応募と選考結果

作品概要
作品名──── メッツァ　ランドスケープ設計
所在地──── 埼玉県飯能市大字宮沢
発注───── 株式会社ムーミン物語
設計───── 株式会社ヘッズ東京本社
設計協力 ─── 株式会社計画・環境建築、株式会社サココンサルタント
監理───── 株式会社ヘッズ東京本社
施工───── メッツァプロジェクト飯能共同企業体、株式会社乃村工藝社
設計期間─── 2016年3月～2017年5月
施工期間─── 2017年7月～2019年3月
規模───── 約20.0ha
主要施設─── 駐車場、管理棟、マーケット棟、レストラン棟、イベント広場、ボート桟橋、
　　　　　　　  ゲート施設、パンケーキカフェ、水浴び小屋、エンマの劇場、
　　　　　　　  コケムス（ミュージアム、レストラン、ショップ）、ムーミン屋敷、
　　　　　　　  リトルミィのプレイスポット、海のオーケストラ号、へムレンさんの遊園地

株式会社ヘッズ東京本社
福留正雄・加藤 修・矢吹克美

作品評
　本作品は、農業用溜池周辺の土地を利用して、商業施設とテーマパークという 2つの
エリアを持つ、郊外型レクリエーション施設の整備計画を行ったものである。
 「メッツァ」とはフィンランド語で「森」を表す言葉であるが、応募者はこの言葉の意味
をよく理解した上で、対象地の特性である森と湖の資源を活かした「ゆるやかな時間が
流れる居心地の良い環境創り」に成功している。　
　特に、大規模な造成を行っているにも関わらず、そのことが意識されず、湖に開けた新
しい景観を生み出している点や、森と湖の景観に溶け込む施設配置がなされている点は、
良いランドスケープデザインが空間のポテンシャルを高める好事例として高く評価できる。
　資料では、もう少し図面と写真の組み合わせによる説明の工夫が欲しかったが、上記
の内容が評価され奨励賞となった。

　埼玉県飯能市に位置する、農業用溜池である宮沢湖の周辺の
敷地を利用して、公園的な空間の中の商業施設であるメッツァ
ビレッジと、ムーミンのテーマパークであるムーミンバレー
パークの 2つを合せた、メッツァを整備するための、ランド
スケープの設計を行ったものである。
　設計に当たっては、テーマパークのランドスケープデザイン
を行うものであったことに対して、テーマそのものを再現する
デザインや北欧のランドスケープを模したデザインは避け、当
該施設の上位コンセプトである「余白と、暮らす」に着目し、
当該敷地の特性である森と湖の活用と、湖との一体感の形成、
そして外界からの隔離に留意しながら、「北欧のゆるやかな時
間が流れる居心地の良い環境」を創り出すランドスケープデザ
インを行うことに専念したものである。

　CLA賞は、会員の優れた作品や業務を顕彰し、協会内部だ
けでなく広く社会に紹介することを目的として設けられたもの
で、ランドスケープ分野のプロフェッショナルが行った仕事を
設計をはじめとする造園分野の各方面の専門家が評価し、優秀
なものを表彰するというシステムになっております。
　同時に、応募者は自己が実施した業務の成果について、改め
て応募資料という形に取りまとめるため、個々の業務の再
チェック、すなわちランドスケープアーキテクトとしての品質
保証の一翼を担うという面からも、機能するものであります。
　応募作品の募集は、例年に従い、4月上旬から始め、7月末
を期限として行いました。その結果「設計」「調査・計画」「マ
ネジメント」という 3分野で、12社から 16作品の応募となり、
昨年度より増加し、踏み込んだ議論が多くなされました。応募
くださった皆様に厚く御礼申し上げるとともに、会員各社なら
びに技術者皆様のより一層の研鑽を期待する次第です。

　今年度応募された作品は、いずれも力作ぞろいで、小規模な
がらも真摯に、そして丁寧に取り組まれたものから、建築・土
木・環境アセスメントなどと連携した大規模なものまで、非常
に多様な作品が、揃いました。各委員は、事前に配布された応
募作品の資料に対して募集要綱に示された「設計」「調査・計画」
「マネジメント」部門毎に、それぞれ 5つの視点から評点を付け、
選考会当日に集計しました。
　選考会では、こうした集計結果を参考として、改めて各作品
毎に賞を付すにふさわしい作品か否かについて討議し、10作
品が検討対象として残りました。次に、ランドスケープの新領
域を広げる作品、新技術や新しい提案等の視点から、再度対象
作品を検討しましたが、先の 10作品以外に新たに追加される
ものはありませんでした。最後に、この 10作品について検討
し、最優秀賞 2作品、優秀賞 3作品、特別賞 1作品、奨励賞
1作品を選出いたしました。
　最優秀賞の 2点は、ランドスケープ作品として優劣付け難く、
選考委員全員の一致した意見で 2点となりました。特別賞の
作品は、その丁寧な仕事ぶりが評価され特別賞となりました。
　選出された作品だけでなく、選から漏れた作品も、与えられ
た課題に対して丁寧に、かつ真摯な姿勢で取り組まれたもので
した。ランドスケープの技術を駆使して、社会的課題を解決す

る、そうした姿勢が表れていました。賞の選考であることから、
やはりこれまでのプロジェクトとの違いを明快にされているこ
とは重要であり、しかも、そのポイント（コンセプトやプロセ
スも含め）が、より丁寧に、かつ解りやすく表現されることを
期待します。

　社会に対してランドスケープという職能を如何にアピールす
るか ?　その答えは、こうした良質なランドスケープ作品を世
に送り出し続けることだと考えます。CLA賞はそうした意味
からも、単なる顕彰制度にとどまらず、ランドスケープコンサ
ルタントの技術力向上に繋がるとともに、社会へアピール（新
たな分野との仕事も獲得）する材料として活用されることも含
め、会員企業や技術者の皆様の糧になることを願って、選考結
果のご報告といたします。
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メッツァ　ランドスケープ設計
レストラン棟から望むイベント広場
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